
　
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
通
常
の
生
き
が
い
活
動
支
援

通
所
事
業
以
外
に
、
地
域
に
お
け
る

高
齢
者
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、
一
般

の
高
齢
者
の
方
々
を
対
象
に
次
の
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

※
受
付
時
間
…
平
日
午
前
９
時
〜
午

　
後
５
時

※
対
象
…
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

　
方

▽
日
時
　
毎
週
金
曜
日
　
午
前
10
時

　
〜
正
午
︵
雨
天
中
止
︶

▽
場
所
　
五
日
市
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
２
本
の
ポ
ー
ル
で
足
腰
に

　
負
担
を
か
け
ず
に
運
動
効
果
を
ア

　
ッ
プ
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

　
五
日
市
の
風
景
や
お
し
ゃ
べ
り
を

　
楽
し
み
な
が
ら
運
動
習
慣
を
付
け

　
ま
し
ょ
う
。

▽
講
師
　
あ
き
る
野
市
ノ
ル
デ
ィ
ッ

　
ク
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・
ウ
ォ
ー
キ

　
ン
グ
連
盟

▽
定
員
　
各
回
20
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
１
回
５
０
０
円

　
市
で
は
、
﹁
あ
き
る
野
菅
生
の
森

づ
く
り
協
議
会
﹂
を
設
置
し
て
、
産

学
公
が
連
携
し
て
郷
土
の
恵
み
の
森

▽
持
ち
物
な
ど
　
運
動
し
や
す
い
服

　
装
・
靴

　
財
産
や
遺
言
の
こ
と
な
ど
、
専
門

家
に
相
談
で
き
ま
す
。
ご
家
族
か
ら

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
　

▽
日
時
　
１
月
23
日
㈮
　
午
後
２
時

　
〜
４
時
︵
１
人
40
分
︶

▽
場
所
　
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
森
と
親
し
み
、
里
山
生

活
を
体
験
す
る
﹁
シ
イ
タ
ケ
の
ほ
だ

木
づ
く
り
と
駒
打
ち
体
験
﹂
を
行
い

ま
す
。
菅
生
若
宮
子
ど
も
体
験
の
森

で
萌
芽
更
新
の
た
め
伐
採
し
た
コ
ナ

ラ
を
使
っ
て
、
シ
イ
タ
ケ
の
ほ
だ
木

と
し
て
種
駒
を
打
つ
体
験
を
し
ま

す
。
自
分
で
種
駒
を
打
っ
た
ほ
だ
木

は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
７
日
㈯
　
午
前
10
時

　
〜
午
後
４
時

▽
集
合
場
所
　
菅
生
若
宮
子
ど
も
体

　
験
の
森
︵
菅
生
８
２
１
ー
１
︶

※
駐
車
場
有
り

▽
指
導
　
木
こ
り
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

▽
内
容
　
シ
イ
タ
ケ
の
ほ
だ
木
の
切

　
り
出
し
と
駒
打
ち

※
天
候
な
ど
に
よ
り
内
容
を
変
更
す

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
定
員
　
15
組
︵
申
込
み
順
︶

▽
対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▽
費
用
　
無
料

▽
日
時
　
２
月
４
日
・
18
日
、
３
月

　
11
日
・
25
日
の
水
曜
日
︵
全
４
回
︶

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▽
場
所
　
五
日
市
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
や
さ
し
い
ボ
イ
ス
ト
レ
ー

　
ニ
ン
グ
後
に
、
短
歌
・
俳
句
・
現

　
代
詩
な
ど
を
楽
し
く
学
び
ま
す

　
︵
初
歩
の
段
階
で
は
、
大
き
な
声

　
や
肺
活
量
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
︶。

▽
講
師
　
古
城
龍
宝
さ
ん

▽
定
員
　
10
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
１
回
５
０
０
円

▽
持
ち
物
　
飲
み
物

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
五
日
市
セ
ン

　
タ
ー
︵
舘
谷
台
17
、
☎
５
３
３
・

　
０
３
３
０
︶

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65

　
歳
以
上
の
方
と
そ
の
家
族

▽
定
員
　
３
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
予
約
方
法
　
１
月
16
日
㈮
午
前
８

　
時
30
分
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま

　
す
。

※
毎
月
実
施
す
る
市
民
相
談
で
も
相

　
談
を
受
け
付
け
ま
す
︵
日
程
は
実

　
施
前
月
の
15
日
号
に
掲
載
︶
。

▽
予
約
・
問
合
せ
　
高
齢
者
は
つ
ら

　
つ
セ
ン
タ
ー
︵
☎
５
５
０
・
６
１

　
０
１
︶

▽
持
ち
物
な
ど
　
お
弁
当
、
飲
み
物
、

　
軍
手
、
作
業
し
や
す
い
服
装
・
靴

▽
申
込
み
方
法
　
１
月
30
日
㈮
ま
で

　
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
環
境
政
策
課

　
環
境
の
森
推
進
係
︵
☎
５
９
５
・

　
１
１
２
０
︶

　
図
書
館
の
休
館
に
伴
い
、
１
月
29

日
㈭
か
ら
２
月
１
日
㈰
ま
で
増
戸
会

館
の
印
刷
機
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ

の
間
に
使
用
す
る
場
合
は
、
五
日
市

出
張
所
︵
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
10

時
︶
の
印
刷
機
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
五
日
市
出
張
所
の
印
刷

機
は
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
利
用

が
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ
　
地
域
防
災
課
地
域
振
興

　
係

　
多
摩
地
区
27
市
町
の
郷
土
・
歴
史

・
文
化
財
の
関
係
書
籍
を
展
示
即
売

し
ま
す
。
話
題
の
新
刊
書
籍
も
多
数

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
１
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
︵
18
日
は

　
午
後
３
時
ま
で
︶

▽
場
所
　
立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ

　
ー
・
ア
イ
ム
１
階
健
康
サ
ロ
ン

　
︵
立
川
市
曙
町
２
ー
36
ー
２
︶

▽
主
催
　
東
京
都
市
社
会
教
育
課
長

　
会
文
化
財
部
会

▽
問
合
せ
　
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　
文
化
財
係

　１月は寒い中での新年のスタ

ートであり、水温２〜３度の奥

山の沢では、ナガレタゴガエル

の繁殖活動の時期でもありま

す。

　私は、あきる野の生物多様性

や、自然環境の状況などを５年

間にわたって調査した上で、生

物が生息できるビオトープづく

りや稀少種の保護、外来種対策

などに関わってきました。その

結果、限られた地域ではありま

すが、自然環境が向上している

ことが明確に確認されました。

私は、これらの活動を含め、あ

きる野での自然環境保全活動の

支援をもっと広い範囲で行いた

いと思っています。

　あきる野の森林面積は、市域

の約６割となっており、その内

７割以上はスギ・ヒノキ林で

す。植林から長い年月をかけて

成長した森まで、さまざまな人

工林を見てきた中で、やはりス

ギ・ヒノキ林では暮らせない生

物が多く、基本的にこれらの生

物は、雑木林や草原などを選ん

で活動しています。昆虫を始

め、暗くて植生のない林床が苦

手な爬虫類や両生類、冬鳥など

は、特に手入れ不足で長年放置

されたスギ・ヒノキ林に現れる

ことは少ないようです。これら

の仲間や木の実などを捕食する

小型哺乳類や猛禽類などもあま

り見ることはでません。

　スギ・

ヒノキ林

は比較的

野生動物

にあまり

利用され

ないことはよく知られています

が、実は環境によって「暮らせ

る」もしくは「暮らすようにな

った」動物がいます。それは、

「理想的な環境ではありません

が、環境に適応して暮らす」と

いう例が多いのではないかと思

います。その中で、現況のス

ギ・ヒノキ林を最も利用する動

物は意外と中型・大型の哺乳類

です。雑木林と違って季節に伴

う変化がなく、一年中、暗くて

静かな環境は、民家のすぐそば

にも広がり、野生動物の隠れ場

となっています。

　山で餌が足りなければ、境界

がなくなった人間の世界に食べ

物を求めて動物が出没してしま

います。餌が少なく、隠れる場

所の多い環境は、人と野生動物

の共生において一つの課題でも

あります。花粉対策や保水力の

向上なども含めた大きな環境課

題として受け止め、今後の森づ

くりに取り組む必要がありま

す。

　人と野生動物の共生に向け

て、理想的な自然環境を取り戻

すための対策は急がなければな

らないと感じています。

（パブロ）

１月の休館日

○中央図書館　毎週金曜日

○東部図書館エル、五日市図

　書館、中央図書館増戸分室

　毎週月曜日

図書館の臨時休館について

　図書館システムの入れ替え

に伴い、臨時休館します。休

館中はホームページも休止

し、返す本のポストも閉鎖し

ます。ご不便をお掛けします

が、新システムで新たなサー

ビスを用意しますので、ご了

承ください。

○休館期間　１月26日㈪〜２

　月４日㈬

※中央図書館は、１月20日㈫

　と２月６日㈮は臨時に開館

　します。

※中央図書館増戸分室の印刷

　機は、１月29日㈭から２月

　１日㈰まで利用できません。

※東部図書館エルの施設貸出

　は、１月31日㈯、２月2日㈪

　を除き申込みできます。な

　お、３月使用分は２月１日

　㈰から申込みできます。

中央図書館（☎558−1108）

わらべうたのじかん

○日時　１月19日㈪　午前11

　時〜11時20分

○対象　０歳から３歳までの

　子どもとその保護者

おはなし会

○日時　１月25日㈰　午前11

　時〜11時30分

東部図書館エル（☎550−5959）

ひよこのおはなし会

○日時　１月22日㈭　午前11

　時〜11時20分

○対象　１歳から３歳までの

　子どもとその保護者

みんなでかざろうじどうしつ

○日時　１月24日㈯　午後３

　時〜４時

○内容　みんなで「冬のかざ

　り」を作って飾ります。

○対象　幼児〜小学生（幼児

　は保護者同伴）

ボランティアおはなし会（絵

本とおはなしの会）

○日時　１月25日㈰　午前11

　時〜11時30分

五日市図書館（☎595−0236）

子ども映画会「くまのおいし

ゃさん」

○日時　１月21日㈬　午後３

　時〜３時30分

視覚障がいのある方へ

　図書館では録音資料の作

成、対面朗読などのサービス

を行っています。図書館にお

問い合わせください。

《図書館ホームページアドレス》

https://www.library.akiruno

.tokyo.jp/index.asp

《携帯版アドレス》

https://www.library.akiruno.

tokyo.jp/i/ihome.html

を入力するか

ＱＲコードを

読み取ってア

クセスしてく

ださい。

図
書
館
の
休
館
に
伴
い
増
戸
会
館

の
印
刷
機
が
使
用
で
き
ま
せ
ん

あ
る
き
た
く
な
る
街
を

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！

健
康
で
明
る
く
楽
し
く

笑
顔
で
覚
え
ら
れ
る
詩
吟
教
室

ほ
う
が


